
資料-１

平成23年度九州・沖縄地域にお
ける地域循環圏形成推進調査

H23年度調査の概要H23年度調査の概要
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Ⅰ H23年度事業の概要Ⅰ H23年度事業の概要

１．生ごみ等の資源化モデル事業の実施

２．廃棄物政策能力向上セミナーの開催

３．九州管内の食品廃棄物等の処理業者情報の再整理、
補足調査

４．地域循環圏に関する九州会議
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Ⅱ 生ごみ等の資源化モデル事業
１．目的と事業概要

生ごみ等の資源化を検討している自治体の中からモ生ごみ等の資源化を検討している自治体の中からモ
デル地域を選定し、資源化推進のための計画策定及
び資源化推進マニュアルを活用した取組の支援を行び資源化推進マニュアルを活用した取組の支援を行
う。

モデル地域募集・選定

 検討会の枠組み作り 市町村及び当財団 

1.生ごみ資源化の目的の明確化 

2.処理対象物及び量の設定 当財団の試算 

当財団の資料提供・整理・概要説明

3.資源化の可能性 

 ・資源化システム案の検討 

・経費・環境負荷等の試算
当財団の建設費・維持管理費試算

検討会参加者によるシステム

案の検討 

経費 環境負荷等の試算

再生利用事業者の概算見積 
次年度以降の検討項目と役割分担の整理 3



２．モデル地域の選定

昨年度までの事業成果を踏まえ、生ごみの資源化昨年度までの事業成果を踏まえ、生ごみの資源化
を検討している、若しくは地域の拡大を検討してい
る市町村（地域）を３箇所程度モデル的に選定し、
当該地域における生ごみ資源化 能性調査等を行当該地域における生ごみ資源化の可能性調査等を行
うとともに、資源化への取組支援を実施することと
したした。

【応募の状況（平成２３年９月初旬から下旬募集）】

都市型 ２市 → 大野城市・太宰府市（合同）都市型 ２市 → 大野城市・太宰府市（合同）

農村型 １市１町応募 → 筑後市

離島型 ２市応募 → 対馬市離島型 ２市応募 → 対馬市
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３．生ごみ資源化に係るモデル事業検討会の開催

１）検討会の構成１）検討会の構成
大野城市・太宰府

市

筑後市 対馬市

排出事業者団体等 ２名 ２名 １名排出事業者団体等 ２名 ２名 １名

自治会等 ２名 ２名 （市民活動団体に含
む）む）

成果物利用団体 １名 ３名 １名

市民活動団体 ２名 １名 ３名市民活動団体 ２名 １名 ３名

再生利用事業者 ３名 ２名 ２名

市 ４名 ５名 ２名
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10 月 11 月 12 月 1 月 2 月

２）検討スケジュール

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月

市担当課との打合せ    ○     

検討会メンバー選出      

基礎資料の提供      

検討会資料の作成検討会資料の作成 

第 1 回検討会  筑後市 

11 月 22 日 

 

大野城・太宰府市 

12 月 1 日 

対馬市 

12 月 12 日

  

12 月 12 日

資源化可能性調査など      

次年度以降の体制検討      

第 2 回検討会    筑後市 

1 月 16 日

 

1 月 16 日

大野城・太宰府市 

1 月 23 日 

対馬市 

1 月 18 日1 月 18 日

地域計画案の作成      

第３回検討会（希望自治体）     筑後市 

２月７日 

大 城 太宰府市大野城・太宰府市

２月 17 日 
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Ⅲ 廃棄物政策能力向上セミナーの開催

主催：環境省 九州地方環境事務所

市町村のための廃棄物政策力向上
ナセミナー

環境省九州地方環境事務所では、市町村・一部事務組合の職員の皆様を対象として、

『 般廃棄物の減量般廃棄物の減量 やリサイクルリサイクル に関する政策力の向上政策力の向上 を目的とした研修セミナ を開催『 一般廃棄物の減量一般廃棄物の減量 やリサイクルリサイクル に関する政策力の向上政策力の向上 』を目的とした研修セミナーを開催
いたします。

開催日： 平成２４年３月２日(金)
会 場 福岡国際会議場（福岡市博多区石城町２ ）会 場： 福岡国際会議場（福岡市博多区石城町２-1）
参加費： 無 料
申込方法：裏面「参加申込書」によりお申し込みください申込方法：裏面「参加申込書」によりお申し込みください

（申込締切：２月２７日（月））
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プログラム：以下のとおり（予定であり変更することがあります）

10:00～ 

 

 

●基調講演  「地域循環圏の形成」（仮称）   北九州市立大学 教授 松本 亨 

  地域循環圏形成に関わる本省委員、九州会議座長である松本教授により、「地域循環圏形成の意義

と手法」について、解説、情報提供をしていただきます。 

●九州会議報告  九州会議事務局 

平成２２～２３年度の九州会議における協議経過についてご紹介します。テーマは以下のとおり

です。 す。

①生ごみ資源化推進マニュアル 

②生ごみ資源化推進モデル事業 

③リユースびん普及・拡大支援事業 

●生ごみ資源化推進モデル事業実施状況報告●生ごみ資源化推進モデル事業実施状況報告
  モデル事業推進地区の事業内容及び進捗状況についてご紹介します。また、会場との意見交換も

企画します。モデル地区は以下のとおりです。 

①大野城市、太宰府市    ②筑後市    ③対馬市 

●特別講演●特別講演 

  廃棄物政策における役割や課題を行政者とは違った立場から講演いただく予定にしています。 

 講演者については鋭意調整中です。ご期待ください。 

●最近の国施策の動向  九州地方環境事務所 

九州地方環境事務所により 最近の国及び九州における施策とその進捗状況について 解説 情
16:00 

終了予定

 

 九州地方環境事務所により、最近の国及び九州における施策とその進捗状況について、解説、情

報提供を行います。 

終了予定
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Ⅳ 九州管内の食品廃棄物等の処理業者
情報 整 補 査情報の再整理、補足調査

平成21年度に整理し、九州地方環境事務所のホー
ムページで公表している「九州地域における食品廃
棄物等の処理業者情報」について最新情報への更新
を行うを行う。
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